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石
川
連
協
退
職
者
の
会
（
尾

田
会
長
）
は
、
本
年
４
月
19
日

～
20
日
に
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
「
第
６
回
交
流
と
学

習
の
集
い
」
を
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
を

踏
ま
え
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
健

康
と
安
全
を
考
慮
し
、
今
秋
に

開
催
を
延
期
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
山
中
温
泉
に
泊
ま

り
「
竹
田
の
し
だ
れ
桜
」
（
福

井
県
丸
岡
町
）
を
鑑
賞
す
る
企

画
で
し
た
が
、
秋
に
延
期
と
す

る
こ
と
か
ら
、
山
中
温
泉
近
辺

の
紅
葉
の
名
所
な
ど
を
散
策
す

る
企
画
を
検
討
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
日
時
・
学
習
課
題
・

散
策
コ
ー
ス
な
ど
は
今
後
、
石

川
連
協
退
職
者
の
会
幹
事
会
に

お
い
て
協
議
・
決
定
し
、
次
号

の
『
石
川
連
協
た
よ
り
』
に
掲

載
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

学
習
内
容
や
散
策
コ
ー
ス
な

ど
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
ご

要
望
も
聞
い
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。
「
こ
ん
な
こ
と
を
知
り

た
い
、
あ
そ
こ
へ
行
っ
て
み
た

い
」
と
の
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、

支
部
・
連
協
役
員
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

｢

第
６
回
交
流
と
学
習
の
集
い｣

は
延
期

秋
に
山
中
温
泉
に
宿
泊
、
周
辺
散
策
を
検
討

昨年の「第５回交流と学習の集い」の模様

　

昨
年
９
月
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
「
核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万

署
名
」
活
動
は
、
会
員
と
ご
家

族
に
協
力
い
た
だ
き
、
石
川
連

協
は
合
計
８
２
０
筆
を
集
約
し
、

２
月
26
日
に
日
本
退
職
者
連
合

に
送
付
し
ま
し
た
。

　

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久

平
和
の
実
現
に
向
け
、
署
名
用

紙
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
と

日
本
国
の
内
閣
総
理
大
臣
に
提

出
さ
れ
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万
署
名

８
２
０
筆
を
集
約
・
送
付
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石
川
中
央
支
部
（
尾
田
隆
会

長
）
は
２
月
２
日
、
午
後
４
時

か
ら
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
ィ
・
イ
ン

金
沢
ス
カ
イ
に
お
い
て
、
30
名

が
集
ま
り
「
新
春
の
集
い
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
尾
田
会
長
か
ら

「
昨
年
は
統
一
地
方
選
・
参
議

院
選
挙
に
と
、
ご
協
力
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

年
は
会
員
が
集
い
、
支
え
合
う

活
動
づ
く
り
を
目
指
し
、
会
員

拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
ま
す
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
打
出
喜
代
文
県

会
議
員
、
田
中

美
絵
子
金
沢
市

会
議
員
、
竹
内

竜
也
津
幡
町
会

議

員
が
参

加

し
、
選
挙
戦
に

お
け
る
支
援
の

感
謝
、
ま
た
議

会
に
お
け
る
活

動
報
告
な
ど
の

挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

石
川
連
協
退

職
者
の
会
か
ら

串

田

事

務

局

長
、
現
役
支
部

か
ら
杉
本
支
部

長
（
石
川
中
央
支
部
）、
岩
脇

書
記
長
（
北
加
賀
支
部
）
が
参

加
し
、
現
退
一
体
の
活
動
を
前

進
さ
せ
て
い
こ
う
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で

飲
み
食
べ
な
が
ら
の
歓
談
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
の
景
品
授
与
の

歓
声
、
カ
ラ
オ
ケ
で
の
熱
唱
で

参
加
者
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
の
間
で
は
、

「
昨
年
休
止
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
活
動
を
再
開
し
よ
う
。

ま
た
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
レ

ク
活
動
を
企
画
・
開
催
し
て
い

こ
う
」
と
の
会
話
が
弾
み
、
元

気
の
出
る
新
春
の
集
い
と
な
り

ま
し
た
。

　

南
加
賀
支
部
（
正
田
進
会
長
）

は
１
月
29
日
、
午
前
10
時
30
分

か
ら
川
北
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯

に
お
い
て
会
員
25
名
が
集
ま
り

恒
例
の
「
新
春
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
正
田
会
長
か
ら

「
昨
年
は
Ｊ
Ｐ
労
組
か
ら
二
人

目
の
参
議
院
議
員
が
誕
生
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
今
年
も
支
部

は
、
春
に
竹
林
伐
採
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
筍
掘
り
な
ど
、
皆
さ

ん
が
楽
し
め
る
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
今
後
も
お
誘
い
合

せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

串
田
事
務
局
長
（
石
川
連
協

退
職
者
の
会
）
の
挨
拶
で
は
、

「
医
療
・
介
護
制
度
」そ
し
て
「
年

金
受
給
者
の
確
定
申
告
」
な
ど

の
参
考
資
料
が
配
布
さ
れ
、
高

齢
者
に
係
る
制
度
内
容
に
つ
い

て
話
し
合
う
場
と
も
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
「
福
笑
い
大
会
」

を
行
な
い
、
出
来
上
が
っ
た
「
お

か
め
」
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
を
み

ん
な
で
評
価
し
合
い
、
優
秀
作

成
者
に
賞
品
を
授
与
す
る
遊
び

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
例
年
通
り
、
弁
当
プ

ラ
ス
う
ど
ん
・
そ
ば
セ
ッ
ト
で

し
た
。
食
事
後
は
、
ず
っ
と
歓

談
す
る
人
、
温
泉
に
つ
か
る
人

と
い
つ
も
通
り
様
々
で
し
た
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
、
和
気
あ

い
あ
い
と
心
身
を
癒
せ
た
楽
し

い
一
日
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

元
気
の
出
る
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催

石
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春
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催

南
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部


